
M R S AM R S A
(Staphylococcus  (Staphylococcus  aureusaureus))

細菌・尿・一般検査室　　枡本細菌・尿・一般検査室　　枡本



MRSAMRSAの位置付けの位置付け



【生物学的分類】【生物学的分類】

原生生物原生生物 後生生物後生生物

原核生物原核生物 真核生物真核生物

《核膜なし》《核膜なし》
・細菌・細菌
・スピロヘータ・スピロヘータ

《核膜あり》《核膜あり》
・真菌・真菌
・原虫・原虫

全ての全ての
　・脊椎動物　・脊椎動物
　・無脊椎動物　・無脊椎動物



【細菌の分類】【細菌の分類】

グラム（＋）球菌グラム（＋）球菌

グラム染色グラム染色

グラム（＋）桿菌グラム（＋）桿菌 グラム（グラム（ーー）球菌）球菌 グラム（グラム（ーー）桿菌）桿菌

スタヒロコッカススタヒロコッカス ストレプトコッカスストレプトコッカス コリネコリネ バチルスバチルス ブドウ糖非発酵ブドウ糖非発酵ブドウ糖発酵菌ブドウ糖発酵菌

・黄色ブドウ球菌・黄色ブドウ球菌
　　　　（（MRSAMRSA））
　　（　　（MSSAMSSA））
・・CNSCNS

・肺炎球菌・肺炎球菌
・溶連菌・溶連菌
・腸球菌・腸球菌
　　（　　（VREVRE））

・ジフテリア・ジフテリア ・炭疽菌・炭疽菌 ・淋菌・淋菌
・髄膜炎菌・髄膜炎菌

・緑膿菌・緑膿菌
　（メタロ産生菌）　（メタロ産生菌）

・腸内細菌・腸内細菌
　　（大腸菌）　　（大腸菌）
　　（　　（ESBLESBL））



MRSAMRSAってなに？ってなに？



ＭＲＳＡとは・・・ＭＲＳＡとは・・・

 Ｍ　⇒　メチシリンＭ　⇒　メチシリン

 Ｒ　⇒　レジスタントＲ　⇒　レジスタント

 Ｓ　⇒　スタヒロコッカスＳ　⇒　スタヒロコッカス

 Ａ　⇒　アウレウスＡ　⇒　アウレウス

　　　　　の略で日本語では　　　　　の略で日本語では

　　　　【メチシリン耐性黄色ブドウ球菌】【メチシリン耐性黄色ブドウ球菌】



ＭＲＳＡの定義ＭＲＳＡの定義

オキサシリンのＭＩＣ値が４オキサシリンのＭＩＣ値が４μμｇ／ｇ／mlml以上を以上を

　示す黄色ブドウ球菌を　示す黄色ブドウ球菌をMRSAMRSAとするとする

　この場合全ての　この場合全てのββ--ラクタム剤が無効となるラクタム剤が無効となる

　　　　（感受性試験で有効であっても感受性：（感受性試験で有効であっても感受性：SSとできない）とできない）



【主な抗生剤の分類】【主な抗生剤の分類】

ペニシリン系ペニシリン系

セフェム系セフェム系

カルバペネム系カルバペネム系

モノバクタム系モノバクタム系

アミノグリコシド系アミノグリコシド系

マクロライド系マクロライド系

ニューキノロン系ニューキノロン系

テトラサイクリン系テトラサイクリン系

蛋白合成阻害蛋白合成阻害

DNADNA合成阻害合成阻害

細胞壁合成阻害細胞壁合成阻害
（（PBPPBP））

ββ--ラクタム薬ラクタム薬

ポリペプチド系ポリペプチド系 細胞壁合成阻害細胞壁合成阻害 抗抗MRSAMRSA薬（薬（VCMVCM・・TEICTEIC））

抗抗MRSAMRSA薬（薬（ABKABK））



MRSAMRSAの耐性機序の耐性機序

細胞壁細胞壁
（（MSSA)MSSA)

PBPPBP
１～４１～４

ββ--ラクタム薬ラクタム薬
2020気圧気圧

細胞壁細胞壁
（（MRSAMRSA））

ββ--ラクタム薬ラクタム薬

PBPPBP
１～４１～４

PBPPBP
２‘２‘

２０気圧２０気圧



多剤耐性多剤耐性MRSAMRSA

現在では現在ではββ--ラクタム薬のみでなく、それ以外のラクタム薬のみでなく、それ以外の

多剤にまで耐性が広がっている多剤にまで耐性が広がっているMRSAMRSAが主流が主流

である。である。

　　　　　・　・mecmecII欠如（変性）による高度耐性（欠如（変性）による高度耐性（HHomoomo--MRSAMRSA））

　　　　 ・・SSccmecccmec、、TransposaseTransposaseによる多剤耐性機構による多剤耐性機構



ＭＲＳＡによる代表的疾患ＭＲＳＡによる代表的疾患

化膿性疾患化膿性疾患

食中毒（エンテロトキシン）食中毒（エンテロトキシン）

ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群（ＳＳＳＳ）ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群（ＳＳＳＳ）

毒素性ショック症候群（ＴＳＳ）毒素性ショック症候群（ＴＳＳ）

ＭＲＳＡ院内感染ＭＲＳＡ院内感染



病原性因子病原性因子
萊膜様物質（食細胞抵抗性）萊膜様物質（食細胞抵抗性）

 コアグラーゼ（フィブリノーゲン⇒フィブリン）コアグラーゼ（フィブリノーゲン⇒フィブリン）

 リパーゼ（皮下脂肪を溶かして進入する）リパーゼ（皮下脂肪を溶かして進入する）

 ヒアルロニダーゼヒアルロニダーゼ

溶血毒素溶血毒素

 リューコシディン（白血球を破壊する）リューコシディン（白血球を破壊する）

エンテロトキシン（エンテロトキシン（100100度、度、3030分の加熱でも分の加熱でも

　　　　　　　　　　　　　失活しない）　　　　　　　　　　　　　失活しない）



髄液中の髄液中のMRSAMRSA貧食像貧食像

×４０×４０



MRSAMRSAの検出時や管理は・・・の検出時や管理は・・・



広島市医師会臨床検査センター広島市医師会臨床検査センター
黄色ブドウ球菌検出状況黄色ブドウ球菌検出状況

（（HH１８．１～５１８．１～５月）月）

MRSAMRSA

MSSAMSSA

検出数検出数 割合（％）割合（％）

２４４５２４４５ ６０％６０％

１６７４１６７４ ４０％４０％



咽頭・皮膚・腸管などの常在菌叢であることが多い咽頭・皮膚・腸管などの常在菌叢であることが多い

日和見的な発病を起こすことが多い日和見的な発病を起こすことが多い

院内感染が問題となる院内感染が問題となる
（病原菌ではなく起因菌）（病原菌ではなく起因菌）

黄色ブドウ球菌（黄色ブドウ球菌（MRSAMRSA・・MSSAMSSA））は・・・は・・・



培養で培養でMRSAMRSAが検出された時が検出された時

無菌材料からの検出無菌材料からの検出
（血液・髄液・穿刺液）（血液・髄液・穿刺液）

非無菌材料からの検出非無菌材料からの検出
（喀痰・皮膚・便・尿）（喀痰・皮膚・便・尿）

感　　染感　　染
（症状・白血球数↑・（症状・白血球数↑・CRPCRP↑・↑・菌数↑）菌数↑）

定　　　着定　　　着
（無症状・検査所見↓）（無症状・検査所見↓）

治療不要治療不要
（宿主状態での判断）（宿主状態での判断）

治　　療治　　療



MRSAMRSA保菌者の隔離基準保菌者の隔離基準

　　
　１、　１、MRSAMRSAは接触感染なので通常の保菌者は接触感染なので通常の保菌者

　　　は隔離の必要はない　　　は隔離の必要はない
　　　　　　（医療スタッフの感染管理がきちんと行われている場合）（医療スタッフの感染管理がきちんと行われている場合）

　２、大量排菌や気管切開などの肺炎患者の　２、大量排菌や気管切開などの肺炎患者の
　　　場合は個室隔離が必要となる　　　場合は個室隔離が必要となる（飛沫感染）（飛沫感染）
　　　　　　　　　　　　　　

　３、　３、compromisedcompromised　　hosthostでは逆隔離が必要では逆隔離が必要

　　　になる　　　　　　　　　　　　になる　　　　　　　　　
　　　　　　

＊隔離とはカーテンで仕切ったり、患部をガーゼで押さえることも当てはまる＊隔離とはカーテンで仕切ったり、患部をガーゼで押さえることも当てはまる



MRSAMRSAの感染管理の感染管理

　１、保菌者と接触する前後に手洗い、手指消毒を　１、保菌者と接触する前後に手洗い、手指消毒を

　　　行う　　　行う

　２、隔離病室では帽子、マスク、手袋、ガウンを着用　２、隔離病室では帽子、マスク、手袋、ガウンを着用

　　　する　　　する

　３、病室を消毒する場合は消毒用エタノール、グリシ　３、病室を消毒する場合は消毒用エタノール、グリシ

　　　ン系両性界面活性剤、塩化ベンザルコニウムな　　　ン系両性界面活性剤、塩化ベンザルコニウムな

　　　　　　どをどをローテーションで使用するローテーションで使用する

＊抗生物質の適正な使用をこころがける＊抗生物質の適正な使用をこころがける

患者隔離を適正に行うことを前提に患者隔離を適正に行うことを前提に


